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は
じ
め
に

　

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
六
日
の
原
爆
投
下
後
、
廃
墟
と
な
っ
た
ヒ
ロ
シ
マ
で
、
音

楽
と
共
に
復
興
へ
の
道
の
り
を
歩
み
続
け
た
教
会
が
あ
っ
た
。そ
れ
が
広
島
流
川
教
会
で
あ
る
。

広
島
流
川
教
会
は
爆
心
地
か
ら
二
キ
ロ
圏
内
に
存
在
し
、
教
会
は
わ
ず
か
な
壁
を
残
し
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
（
写
真
①
）。
し
か
し
、
教
会
関
係
者
た
ち
は
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
そ
こ
か
ら

い
ち
早
く
立
ち
上
が
り
、
同
年
の
年
末
に
は
失
意
の
中
に
い
る
広
島
市
民
を
音
楽
で
励
ま
す
た

め
に
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
で
は
、
広
島
流
川
教
会
が
音
楽
と
共

に
進
め
た
復
興
の
歩
み
の
足
跡
・
原
点
が
見
ら

れ
る
終
戦
か
ら
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年

ま
で
の
六
年
間
に
焦
点
を
当
て
、
音
楽
活
動
と

音
楽
教
育
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

た
谷
本
清
（
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
―

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
）、
及
び
太
田
司

朗（
一
九
〇
四（
明
治
三
七
）年
―
二
〇
〇
〇（
平

成
十
二
）
年
）
の
姿
を
通
し
て
、
一
．
谷
本
清

と
太
田
司
朗
の
人
物
像
、
二
．
広
島
流
川
教
会

に
お
け
る
戦
後
か
ら
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）

年
の
音
楽
活
動
、
三
．
戦
後
、
広
島
流
川
教
会

で
《
メ
サ
イ
ア
》
が
歌
わ
れ
る
ま
で
、
四
．
ク

リ
ス
マ
ス
特
別
番
組
『
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
礼
拝
』

の
概
要
、
五
．
平
和
の
礎
と
な
る
音
楽
教
育
に
込
め
ら
れ
た
願
い
と
い
う
順
で
、
広
島
流
川
教

会
の
戦
後
、
音
楽
と
の
歩
み
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
一
．
谷
本
清
と
太
田
司
朗
の
人
物
像

ま
ず
、
本
論
文
で
着
目
す
る
谷
本
清
と
太
田
司
朗
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

谷
本
清
は
一
九
〇
九
年
、
香
川
県

坂
出
市
に
生
ま
れ
る
。
関
西
学
院
大

学
神
学
部
を
卒
業
後
、
一
九
四
〇
（
昭

和
十
五
）
年
に
エ
モ
リ
ー
大
学
大
学
院

を
修
了
。
沖
縄
中
央
教
会
牧
師
を
経

て
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
に

広
島
流
川
教
会
の
牧
師
に
就
任
す
る
。

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
よ
り
数

度
に
わ
た
っ
て
渡
米
し
、
現
地
で
講
演
を
通
じ
て
広
島
の
惨
状
と
平
和
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

流
川
教
会
復
興
に
も
奔
走
し
た
。
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
八
月
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ピ
ー
ス
・

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
被
爆
し
た
少
女
や
孤
児
の
救
済
活
動
に
も
尽
力
し
た
。
一
九
八
二
（
昭

和
五
七
）
年
に
流
川
教
会
牧
師
を
退
任
。
退
任
後
も
平
和
活
動
に
勤
し
み
、
一
九
八
六
年
の
死

後
、
故
人
と
し
て
は
異
例
だ
が
、
生
前
の
功
績
を
讃
え
、
エ
モ
リ
ー
大
学
か
ら
名
誉
神
学
博
士

の
称
号
を
授
与
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
は
ヒ
ロ
シ
マ
・
ピ
ー
ス
・
セ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
谷
本
清
平
和
賞
が
創
設
さ
れ
た
。

　

一
方
、
太
田
司
朗
は
一
九
〇
四
年
、
広
島
市
に
生
ま
れ
る
。
広
島
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
直

ち
に
同
校
附
属
小
学
校
に
奉
職
し
た
。
そ
の
後
、
母
校
で
あ
る
広
島
師
範
学
校
の
教
壇
に
立
つ

が
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
、
四
八
歳
の
時
に
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
へ
移
り
、
声
楽
主

任
教
授
と
し
て
活
躍
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
の
オ
ラ
ト
リ
オ
《
至
福
》
の
本
邦
初
演
や
、
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
の
オ
ラ
ト
リ
オ
《
エ
リ
ア
》
の
訳
詞
公
演
を
は
じ
め
と
し
、
数
多
く
の
合
唱
を
指
揮

し
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
地
方
に
合
唱
連
盟
が
結
成
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
初
代
支
部
長
に

推
さ
れ
、
併
せ
て
全
日
本
合
唱
連
盟
の
理
事
と
し
て
合
唱
音
楽
の
発
展
に
力
を
注
い
だ
。
エ
リ

ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
を
定
年
退
職
し
た
後
は
、
比
治
山
女
子
短
期
大
学
で
幼
児
教
育
科
主
任
教
授

と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
叙
勲
も
受
け
て
い
る
。
太
田
が
広

広
島
流
川
教
会
に
お
け
る

　
　
　

復
興
と
音
楽
と
の
歩
み
、
及
び
そ
の
原
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
谷
本
清
・
太
田
司
朗
を
中
心
と
し
て
―

光　

平　

有　

希
（
総
合
研
究
大
学
院
大
学　

博
士
後
期
課
程
）
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島
流
川
教
会
に
入
会
し
た
の
は
戦
後

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
谷
本

と
共
に
教
会
で
数
多
く
の
音
楽
活
動

を
手
掛
け
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

で
は
、
谷
本
及
び
太
田
は
、
戦
後

ど
の
よ
う
な
音
楽
活
動
を
行
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
終
戦
か
ら
一
九
四
七

年
ま
で
の
広
島
流
川
教
会
に
お
け
る

活
動
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。

　
二
． 

広
島
流
川
教
会
に
お
け
る
戦
後
か
ら
一
九
四
七
年
の
音
楽
活
動

谷
本
の
残
し
た
直
筆
の
日
記
に
よ
る
と
、
一
九
四
五
年
十
二
月
二
三
日
に
は
、
早
く
も
海

田
市
に
駐
屯
し
て
い
た
占
領
軍
兵
士
数
名
を
迎
え
て
礼
拝
と
祝
会
が
催
さ
れ
、
そ
こ
で
は
ク
リ

ス
マ
ス
・
カ
ン
タ
ー
タ
が
演
奏
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る

(1)
。
次
い
で
翌
年
の
一
九
四
六
（
昭

和
二
一
）
年
八
月
四
日
の
日
記
に
は
、
原
爆
犠
牲
者
追
悼
慰
霊
礼
拝
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の
こ
と
に
つ
い
て
谷
本
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

畑
夫
人
は
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
奉
仕
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
太
田
司
朗
氏
は
長

男
を
原
爆
で
失
い
、
夫
人
と
共
に
熱
心
に
求
道
を
さ
れ
た
。［
中
略
］
太
田
氏
も
畑
夫

人
も
師
範
学
校
の
音
楽
教
授
で
あ
る
の
で
、
楽
器
な
く
と
も
聖
歌
隊
を
う
ま
く
指
導
し

た
(2)
。

こ
こ
に
は
、
太
田
と
畑
を
中
心
と
し
て
聖
歌
隊
の
指
導
が
行
わ
れ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
。
太
田
と
並
び
聖
歌
隊
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
畑
と
は
、教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
で
も
あ
り
、

広
島
師
範
学
校
の
教
員
と
し
て
主
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
や
ピ
ア
ノ
の
指
導
に
従
事
し
て
い
た
、
畑

と
み
え
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
二
二
日
に
は
第
一
回
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
が
開
催

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
谷
本
は
同
日
の
日
記
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

教
会
は
ク
リ
ス
マ
ス
直
前
に
屋
根
が
出
来
上
が
り
、
二
二
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
を
な

し
、
午
後
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
を
催
し
、
一
般
市
民
を
招
い
た

(3)
。

　

こ
こ
か
ら
広
島
流
川
教
会
で
は
、
被
爆
翌
年
に
あ
っ
て
、
ま
だ
教
会
が
完
全
に
復
興
し
て
い

な
い
段
階
か
ら
、
既
に
教
会
内
の
み
な
ら
ず
広
島
市
民
に
向
け
て
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
催
し
て
い

た
様
子
が
窺
え
る
。

で
は
、続
く
一
九
四
七
年
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
年
は
、

年
明
け
早
々
に
広
島
流
川
教
会
で
大
き
な
演
奏
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
一
月
四
日
に
、

海
田
市
に
駐
屯
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
陸
軍
軍
楽
隊
と
広
島
在
住
歌
手
に
よ
る
復
興
資
金
寄
附

感
謝
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
あ
る

(4)
。
こ
の
模
様
は
一
月
六
日
の
『
中
国
新
聞
』
に
、「
春

は
喇
叭
の
音
に
乗
っ
て　

教
会
復
興
音
楽
会
に
進
駐
軍
も
出
演
」
と
い
う
見
出
し
で
、
次
の
と

お
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

新
春
広
島
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
進
駐
軍
軍
楽
隊
と
在
広
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
た
ち
の
奉
仕

に
よ
る
第
一
回
コ
ン
サ
ー
ト
、
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
の
復
興
資
金
寄
附
感
謝

音
楽
会
が
四
日
復
旧
半
ば
の
同
教
会
で
ひ
ら
か
れ
た
。
こ
の
日
リ
ツ
ヂ
ウ
エ
イ
准
尉
の

指
揮
の
も
と
に
三
十
五
名
の
軍
楽
隊
の
ワ
ル
ツ
、『
金
と
銀
』
や
コ
ル
ネ
ツ
ト
ソ
ロ
な

ど
つ
ぎ
つ
ぎ
に
楽
し
い
曲
の
演
奏
の
間
あ
い
だ
に
、
福
原
信
夫
氏
赤
木
峰
吾
氏
加
納
純

子
さ
ん
そ
の
他
の
独
唱
が
つ
ゞ
け
ら
れ
荒
涼
た
る
原
子
砂
漠
の
な
か
に
や
が
て
聴
衆
の

寄
附
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
る
心
の
安
息
所
、
神
聖
な
る
教
会
を
瞼
に
え
が
き
な
が
ら
、

五
百
の
音
楽
フ
ァ
ン
達
を
魅
了
し
て
四
時
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
と
じ
た

(5)
。

こ
の
演
奏
会
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
占
領
軍
軍
楽
隊
三
五
名
に
よ
る
演
奏
の
ほ
か
、
当
時

Ｆ
Ｋ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
）
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
た
福
原
信
夫
、
ま
た
広
島
西
部
教

会
牧
師
の
赤
木
峰
吾
、
広
島
流
川
教
会
員
の
加
納
純
子
な
ど
に
よ
る
独
唱
が
行
わ
れ
、
五
百
人

も
の
聴
衆
が
荒
野
の
中
で
、
そ
の
演
奏
に
聞
き
入
っ
た
様
子
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

演
奏
会
に
つ
い
て
、
谷
本
は
日
記
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

午
後
一
時
半
か
ら
、
屋
根
だ
け
新
装
の
礼
拝
堂
に
借
り
て
き
た
椅
子
を
並
べ
、
進

駐
軍
の
軍
楽
隊
を
招
い
た
音
楽
会
を
開
催
し
た
。［
中
略
］
こ
れ
に
よ
り
復
興
支
援

五
千
六
百
円
を
得
た

(6)
。

こ
こ
で
は
新
聞
記
事
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
復
興
支
援
金
ま
で
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て

写真 3　太田司朗
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い
る
。
ま
た
、
前
年
の
一
九
四
六
年
十
二
月
二
七
日
の
日
記
に
は
、
演
奏
会
に
至
る
ま
で
の
準

備
過
程
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

教
会
復
興
の
た
め
慈
善
音
楽
会
を
開
催
す
る
よ
う
隊
長
の
許
可
を
得
て
軍
楽
隊
に
交
渉

し
て
く
れ
た
の
は
チ
ャ
プ
レ
イ
ンChristian

(7)
で
、
私
も
教
会
の
メ
ン
バ
ー
中
、
太
田
、

畑
、
山
本
等
音
楽
家
に
奮
起
し
て
も
ら
い
日
豪
交
歓
音
楽
会
を
準
備
し
た

(8)
。

こ
こ
で
も
や
は
り
谷
本
は
太
田
の
名
前
を
挙
げ
、
こ
の
演
奏
会
の
準
備
活
動
に
お
い
て
も
、

彼
を
含
む
教
会
員
が
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
年
の
暮
れ
、

一
九
四
七
年
十
二
月
二
一
日
に
は
広
島
流
川
教
会
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
十
二

月
二
四
日
に
は
日
中
に
第
二
回
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
が
、
ま
た
、
同
日
夜
に
は
特
別
番
組
『
ク
リ

ス
マ
ス
音
楽
礼
拝
』
の
放
送
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
こ
の
十
二
月
二
一
日
と
二
四
日
に
は
い

ず
れ
も
、
ヘ
ン
デ
ル
作
曲
の
オ
ラ
ト
リ
オ
《
メ
サ
イ
ア
》
が
演
奏
さ
れ
て
い
る
。

で
は
終
戦
後
間
も
な
く
、楽
譜
も
手
に
入
り
に
く
い
こ
の
時
期
に
、な
ぜ
大
曲
《
メ
サ
イ
ア
》

を
演
奏
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
後
、
広
島
流
川

教
会
で
《
メ
サ
イ
ア
》
が
歌
わ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
追
っ
て
み
た
い
。

　

三
．
戦
後
、
広
島
流
川
教
会
で
《
メ
サ
イ
ア
》
が
歌
わ
れ
る
ま
で

広
島
流
川
教
会
で
《
メ
サ
イ
ア
》
が
歌
わ
れ
る
に
至
る
そ
の
起
点
は
、
リ
リ
ア
ン
・
コ
ン

デ
ィ
ッ
トLillian Condit

（
一
八
九
六
―
？
）
と
い
う
一
人
の
女
性
か
ら
届
い
た
ハ
ガ
キ
に

あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
五
月
二
九
日
、
シ
カ
ゴ
の
コ
ン
デ
ィ
ッ
ト
か
ら
谷
本
宛
て
に
一
通
の
ハ

ガ
キ
が
届
く
（
写
真
４
）。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

親
愛
な
る
タ
ニ　
　

昨
年
七
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ
イ
ル
で
あ
な
た
か
ら
の
お
便
り

を
受
け
取
っ
た
時
に
は
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
少
し
し
て
、
お
返
事
を
書

い
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
わ
。
と
こ
ろ
が
そ
の
数
日
後
、
日
本
に

い
る
別
の
友
人
か
ら
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
の
よ
。そ
れ
を
見
て
、も
う
一
度
お
返
事
を
送
っ

て
み
よ
う
と
決
め
た
の
。
八
月
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
あ
な
た

の
体
験
に
関
す
る
記
事
を
読
ん
で
、
母
と
私
、
そ
れ
か
ら
多
く
の
友
人
た
ち
が
案
じ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
お
役
に
立
つ
よ
う
な
も
の
は
何
か
あ
る
か
し
ら
。
お
送
り
し
ま
す

か
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
リ
ア
ン
よ
り

コ
ン
デ
ィ
ッ
ト
は
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
生
ま
れ
で
、谷
本
よ
り
十
三
歳
年
上
で
あ
る
。

シ
カ
ゴ
・
イ
リ
ノ
イ
州
で
高
校
の
音
楽
教
師
を
し
て
お
り
、
谷
本
と
コ
ン
デ
ィ
ッ
ト
は
谷
本
の

戦
前
エ
モ
リ
ー
大
学
留
学
時
代
に
ラ
イ
ル
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
で
知
り
合
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
(9)
。
こ
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
各
国
の
若
者
に
、
夏
休
み
の
期
間
、
各
地
で
研
修
す
る

機
会
を
提
供
す
る
団
体
で
あ
り
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
七
月
十
九
日
に
は
、
谷
本
を
含

む
各
国
の
留
学
生
の
交
流

の
様
子
が
『
ビ
ン
ガ
ム
ト

ン
・
プ
レ
ス“Bingham

ton 
Press”

』
の
夕
刊
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
（
写
真
５
）。

　
『
ラ
イ
ル
・
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
登
録
名
簿
』
に
よ

る
と
、
コ
ン
デ
ィ
ッ
ト
は

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）

年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
こ

写真 4　コンディットから送られたハガキ。
シカゴでの消印は５月２日である。

写真 5　“Binghamton Press” 記事
　　　　 左から２人目が谷本
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の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
時
に
は
留
学
生
の
世
話
役
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
谷
本
が
留
学
生
と
し
て
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
た
時
に
も
、
彼
女
は
学
生
と
し

て
で
は
な
く
、
世
話
役
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
コ
ン
デ
ィ
ッ
ト
に
つ
い
て
谷
本
は
日
記
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

彼
女
は
〔
中
略
〕
老
母
を
み
る
た
め
結
婚
も
せ
ず
、
長
期
休
暇
も
旅
行
し
な
い
の
だ
。

ひ
た
す
ら
母
の
た
め
に
生
き
、
又
母
も
彼
女
を
唯
一
の
頼
り
に
し
て
い
る
。
ひ
た
す
ら

親
孝
行
の
婦
人
で
あ
る

(10)
。

こ
の
よ
う
に
、
献
身
的
な
コ
ン
デ
ィ
ッ
ト
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
谷
本
は
、
戦
後
彼
女
か
ら

届
い
た
ハ
ガ
キ
の
申
し
出
を
受
け
、
太
田
と
の
相
談
の
末
、《
メ
サ
イ
ア
》
の
楽
譜
の
送
付
を

依
頼
す
る
に
至
る
。
そ
し
て
一
九
四
七
年
十
月
、
彼
ら
の
も
と
に
《
メ
サ
イ
ア
》
の
楽
譜
三
〇

冊
が
届
け
ら
れ
た
（
写
真
６
）。

　

そ
し
て
、
こ
の
《
メ
サ
イ
ア
》
を
練
習
す
べ
く
、
十
月
十
二
日
、
日
曜
礼
拝
の
後
に
男
女
混

声
合
唱
の
聖
歌
隊
が
結
成
さ
れ
、太
田
に
よ
る
指
導
の
も
と
合
唱
練
習
が
開
始
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
様
子
は
、
十
月
十
五
日

『
朝
日
新
聞
』
で
、「
米
国
か

ら
Ⅹ
マ
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
―

広
島
市
民
へ
賛
美
歌
集
―
」

と
い
う
見
出
し
で
次
の
よ
う

に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

米
国
の
キ
リ
ス
ト
教

世
界
愛
実
践
研
究
会

か
ら
広
島
市
上
流
川

町
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会

に
あ
て
〝
ヒ
ロ
シ
マ

市
民
へ
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
〟

に
と
分
厚
い
灰
色
の

表
紙
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
賛
美
歌
集
が
送
り
届
け
ら
れ
た
。
同
教
会
で
は
早
速
十
二
日
の

日
曜
礼
拝
の
あ
と
で
男
女
混
声
合
唱
の
聖
歌
隊
を
つ
く
り
今
冬
の
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
に

贈
ろ
う
と
練
習
を
は
じ
め
た
。

こ
の
研
究
会
は
毎
年
夏
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
郊
外
リ
ス
レ
ー
に
世
界
各
国
か
ら
留
学

の
大
学
生
た
ち
が
集
り
研
究
の
つ
ど
い
を
行
う
も
の
で
通
称
〝
リ
ス
レ
ー
・
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
〟
と
い
わ
れ
広
島
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
谷
本
清
牧
師
が
米
国
エ
モ
リ
ー
大
学
留
学

中
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る

(11)
。

　

練
習
の
末
、《
メ
サ
イ
ア
》
が
戦
後
の
広
島
流
川
教
会
で
初
め
て
演
奏
さ
れ
た
の
は
、
十
二

月
二
一
日
、
広
島
流
川
教
会
ク
リ
ス
マ
ス
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
子
は
、
十
二
月
二
二

日
『
夕
刊
ひ
ろ
し
ま
』
で
「
ハ
レ
ル
ヤ
の
合
唱
声
高
ら
か
に
―
き
の
う
流
川
教
会
―
」
と
い
う

見
出
し
で
、
次
の
通
り
報
じ
ら
れ
た
。

ハ
レ
ル
ヤ
の
合
唱
声
高
ら
か
に
歌
う
聖
キ
リ
ス
ト
誕
生
に
、
平
和
再
来
の
今
年
の
暮
の

喜
び
を
伝
え
て
、
広
島
市
上
流
川
町
キ
リ
ス
ト
教
会
で
は
市
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

二
十
一
日
午
前
九
時
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
祭
を
挙
行
。
礼
拝
、
洗
礼
式
な
ど
あ
り
。
午
後

一
時
か
ら
幼
稚
科
の
『
コ
ン
コ
ン
小
狐
』
遊
戯
、中
等
科
の
合
唱
、高
等
科
女
子
の
『
聖

き
夜
』
の
劇
、
初
等
科
の
合
唱

『
み
空
に
ひ
び
く
』
樋
瓜
氏
の
独

唱
、青
年
部
の
劇
『
ク
リ
ス
マ
ス
・

ト
ロ
ー
ル
』
な
ど
盛
り
沢
山
の

催
し
が
あ
っ
た
。

な
お
市
内
キ
リ
ス
ト
教
団
合
同

で
二
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
流

川
教
会
で
一
般
市
民
の
ク
リ
ス

マ
ス
祭
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
一
般
市
民
の
参
加
を
歓

迎
し
て
い
る

(12)
。

こ
こ
で
は《
メ
サ
イ
ア
》の
中
か
ら〈
ハ

写真 6　コンディットから贈られた楽譜
楽譜の表紙裏には当時の流川教会教会員によって次の
ように記されている。
Christ mas Gift from Miss Lillian Condit Chicago Illinois

写真 7　当時の《メサイア》練習の様子
写真上段左端が谷本、上段左から三番目が
太田、そして下段右端が畑である。
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レ
ル
ヤ
〉
が
歌
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
祝
会
で
は
広
島
流
川
教
会
を
母
体
教
会
と
す
る
広
島
女

学
院
の
学
生
も
含
み
、
演
奏
の
ほ
か
劇
も
行
わ
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、
一
般
市
民
へ
、

二
四
日
に
行
わ
れ
る
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
様
子
も
分
か
る
。

そ
し
て
、
十
二
月
二
四
日
当
日
、
こ
の
日
は
午
後
二
時
か
ら
、
広
島
市
基
督
教
総
合
会
主

催
で
、
広
島
流
川
教
会
に
お
い
て
第
二
回
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
が
行
わ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
写

真
８
）
に
よ
る
と
、
流
川
教
会
聖
歌
隊
が
《
メ
サ
イ
ア
》
の
合
唱
を
抜
粋
で
演
奏
し
た
ほ
か
、

太
田
に
よ
る
バ
ス
独
唱
と
し
て
〈
視
よ
汝
等
に
奥
義
を
告
げ
ん
〉
と
〈
ラ
ッ
パ
鳴
り
渡
り
ぬ
〉

の
二
曲
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
や
広
島
教
会
及
び
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の

教
会
員
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
を
行
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。
な
お
、
広
島
流
川
教
会
の
週
報
に

は
、
こ
の
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
聴
衆
と
演
奏
者
を
併
せ
七
百
人
も
が
参
加
し
た
と
い
う
報

告
が
な
さ
れ
て
い
る

(13)
。

そ
し
て
同
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら
四
五
分
ま
で
の
十
五
分
間
、
広
島
流
川
教
会
で
、
ク

リ
ス
マ
ス
特
別
番
組
『
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
礼
拝
』
が
行
わ
れ
た
。

　
四
．
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
番
組
『
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
礼
拝
』
の
概
要

こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
番
組
『
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
礼
拝
』
は
、
Ｆ
Ｋ
第
一
放
送
に
よ
り
、
広

島
流
川
教
会
か
ら
生
中
継
で
放
送
さ
れ
た
。

番
組
の
担
当
者
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
福
原
信
夫
、
合
唱
が
広
島
放
送
合
唱
団
及
び
広

島
キ
リ
ス
ト
教
連
盟
聖
歌
隊
、
そ
し
て
管
弦
楽
が
広
島
放
送
管
絃
楽
団
、
指
揮
は
管
弦
楽
伴
奏

の
も
の
に
関
し
て
は
水
野
康
孝
、
讃
美
歌
な
ど
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
の
も
の
は
太
田
が
担
っ
た
。
谷

本
家
に
残
る
進
行
表
に
よ
る
と
、
そ
の
礼
拝
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

写真 9　ラジオ番組「クリスマス音楽礼拝」の進行表

写真 8　昭和 22 年 12 月 24 日に開催された「市民クリスマス」
のプログラム
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讃
美
歌
一
〇
五    （〈
き
よ
し
こ
の
夜
〉
合
唱
／
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
）

聖
書
朗
読　
　

    （
朗
読
：
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
・
木
村
牧
師
）

讃
美
歌
八
八　

    （〈
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
〉
合
唱
／
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
）

祈
祷　
　
　
　

    （
祈
祷
：
広
島
教
会
・
四
竃
牧
師
）

ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
（《
メ
サ
イ
ア
》
よ
り
〈
ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
〉
合
唱
／
弦
楽
伴
奏
）

本
礼
拝
に
お
け
る
祈
祷
の
後
半
部
分
で
は
、
次
の
よ
う
な
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
や
戦
争
も
終
り
を
告
げ
て
、
平
和
の
礎
が
あ
ら
た
に
世
界
の
人
の
心
に
据
え
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
救
い
主
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
平
和
と
が
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め

て
我
等
の
真
実
の
問
題
と
し
て
省
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
彼
の
愛
こ

そ
実
に
我
等
の
愛
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
又
我
等
の
真
の
平
和
は
実
に
彼
の
平
和
の

中
に
の
み
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
原
爆
の
地
広
島
が
、
こ
の
た
び
世
界
平
和
の
た
め

に
大
い
な
る
犠
牲
を
払
い
ま
し
た
の
は
、
無
意
義
な
こ
と
に
終
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。
犠
牲
を
か
え
て
祝
福
と
な
し
給
う
キ
リ
ス
ト
の
御
精
神
が
、
今
こ
そ
こ
の
広
島

に
活
か
さ
れ
る
べ
き
を
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。お
お
救
い
の
神
よ
。願
わ
く
ば
こ
の
日
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
争
い
と
憎
し
み
、
汚
れ
と
恥
、
罪
と
不
真
実
を
潔
め
て
、
栄
光
に

輝
く
神
の
国
の
正
義
と
平
和
と
を
充
ち
さ
せ
給
え
。
特
に
祖
国
日
本
の
霊
的
復
興
の

た
め
に
、
又
戦
争
の
惨
禍
に
よ
り
て
犠
牲
多
か
り
し
同
胞
兄
弟
姉
妹
上
に
、
み
め
ぐ

み
の
豊
な
ら
ん
こ
と
を
切
に
祈
り
奉
る
。
救
主
キ
リ
ス
ト
の
御
名
に
よ
り
て

ア
ー
メ
ン

(14)

こ
こ
で
は
、
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
で
切
々
と
真
の
平
和
を
願
い
、「
救
い
」
を
求
め
る
祈
り
が

捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
祈
祷
の
後
に
、
邦
題
で
「
救
い
主
」
を
意
味
す
る
《
メ
サ

イ
ア
》
が
演
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
。《
メ
サ
イ
ア
》
は
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
か
ら
受
難
、
復
活
ま

で
を
あ
ら
わ
し
た
オ
ラ
ト
リ
オ
で
あ
る
。
そ
の
一
連
の
流
れ
を
、
復
興
を
願
う
広
島
に
重
ね
合

わ
せ
演
奏
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
谷
本
と
太
田
が

切
望
し
た
《
メ
サ
イ
ア
》
に
は
、「
救
い
」
を
祈
る
、
当
時
ヒ
ロ
シ
マ
に
生
き
て
い
た
人
の
強

い
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
五
．
平
和
の
礎
と
な
る
音
楽
教
育
に
込
め
ら
れ
た
願
い

さ
て
、
谷
本
と
太
田
は
、
音
楽
に
よ
り
「
救
い
」
を
祈
る
の
み
な
ら
ず
、
音
楽
は
平
和
の

礎
と
な
る
と
も
考
え
、
音
楽
教
育
に
も
尽
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
一
九
五
一
年
十

月
、
太
田
の
師
範
学
校
時
代
の
弟
子
で
あ
り
、
当
時
、
国
泰
寺
中
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
板
野

平
（
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
―
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
））
を
、
ア
メ
リ
カ
・
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ

音
楽
学
校
に
送
り
出
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
九
五
一
年
九
月
三
日
の
『
朝
日
新
聞
』
に
「
原

爆
地
に
よ
い
音
楽
を
―
広
島
の
音
楽
の
先
生
が
招
か
れ
て
米
国
に
留
学
―
」
と
い
う
見
出
し
で

報
じ
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〝
原
爆
広
島
〟
へ
の
ア
メ
リ
カ
人
の
友
情
で
、
経
費
一
切
を
支
給
さ
れ
、
同
市
国
泰
寺

中
学
の
音
楽
の
先
生
板
野
平
氏
（
二
二
）
が
今
度
リ
ズ
ム
音
楽
で
有
名
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
音
楽
学
校
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

広
島
市
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
牧
師
谷
本
清
氏
が
一
昨
年
か
ら
今
夏
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ

で
広
島
市
の
現
状
を
講
演
旅
行
し
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ウ
ェ
ス
ト
ボ
ー
ト
の
ダ
ル
ク

ロ
ー
ズ
音
楽
学
校
教
授
ミ
ス
・
ウ
ラ
ナ
・
ク
ラ
ー
ク
に
会
っ
た
際
「
広
島
の
荒
廃
の

地
に
心
の
糧
と
な
る
音
楽
が
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
同
牧
師
の

話
が
強
く
ク
ラ
ー
ク
さ
ん
を
打
ち
「
ひ
ろ
し
ま
」
の
著
者
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
シ
ー
氏
や

原
爆
孤
児
の
精
神
養
子
を
提
唱
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
土
曜
評
論
主
筆
ノ
ー
マ
ン
・
カ

ズ
ン
（
マ
マ
）
氏
ら
広
島
に
関
係
の
深
い
人
達
も
加
わ
っ
て
、
結
局
「
広
島
の
人
々

に
よ
い
音
楽
を
贈
る
に
は
広
島
の
有
能
な
音
楽
教
育
者
を
十
分
ア
メ
リ
カ
で
勉
強
さ

せ
る
の
が
一
番
よ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

旅
費
は
ド
ラ
財
団
、
学
費
は
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
校
の
奨
学
資
金
か
ら
出
し
、
教
育
指
導

に
は
ク
ラ
ー
ク
さ
ん
が
、
そ
の
他
生
活
上
の
保
護
に
は
ハ
ー
シ
ー
、
カ
ズ
ン
（
マ
マ
）

両
氏
が
当
り
、
留
学
中
の
下
宿
ま
で
ち
ゃ
ん
と
用
意
し
て
迎
え
る
と
い
う
。

十
月
早
々
渡
米
に
決
っ
た
同
氏
は
う
れ
し
そ
う
に
「
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
の
課
程
を
マ
ス

タ
ー
す
る
に
は
三
、四
年
か
か
る
そ
う
で
、
皆
様
の
好
意
に
む
く
い
る
た
め
力
の
限
り

勉
強
し
て
来
ま
す
」
と
語
っ
た

(15)
。

こ
こ
か
ら
は
、
荒
廃
の
ヒ
ロ
シ
マ
の
地
に
心
の
糧
と
な
る
音
楽
を
求
め
た
谷
本
や
太
田
の
強

い
信
念
が
窺
い
と
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
彼
ら
は
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
そ
し
て
日
本
の
平
和
的
復
興
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の
た
め
に
は
、
音
楽
活
動
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
幼
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
音

楽
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
た
。
そ
の
一
つ
の
表
れ
と
し
て
、
板
野
が
ア
メ
リ
カ
で

得
た
新
し
い
音
楽
教
育
の
萌
芽
が
開
花
し
、
ヒ
ロ
シ
マ
そ
し
て
日
本
中
で
拡
が
る
こ
と
を
願
っ

た
の
で
あ
る
。
板
野
は
彼
ら
の
意
思
を
継
ぎ
、
帰
国
後
は
東
京
の
国
立
音
楽
大
学
で
教
鞭
を
と

り
な
が
ら
、
二
〇
〇
九
年
に
他
界
す
る
ま
で
、
全
国
各
地
で
精
力
的
に
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
中
心
と

し
た
幼
児
音
楽
教
育
の
普
及
に
尽
力
し
た
。

以
上
、ヒ
ロ
シ
マ
の
復
興
を
音
楽
と
共
に
歩
ん
だ
谷
本
及
び
太
田
の
姿
は
、音
楽
に
「
救
い
」

や
「
心
の
糧
」、
そ
し
て
「
平
和
の
礎
」
の
願
い
を
込
め
、
表
面
化
し
、
目
に
見
え
る
復
興
の

み
な
ら
ず
、
市
民
の
精
神
的
復
興
の
重
要
性
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
谷
本
の
言
葉
を
引
用
し
た
い
。

教
会
の
聖
歌
隊
は
太
田
司
朗
氏
指
導
の
下
に
永
い
間
毎
週
練
習
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は

市
民
ク
リ
ス
マ
ス
や
、
中
央
放
送
局
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
礼
拝
で
美
し
い
合
唱
を

響
か
せ
た
。M

iss Lillian Condit

の
友
愛
はHändel

のM
essiah

と
な
っ
て
広
島

の
原
爆
砂
漠
を
う
る
お
し
て
く
れ
た
の
で
あ
り
ま
す

(16)
。

彼
ら
は
教
会
と
い
う
組
織
に
属
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
組
織
の
た
め
で
は
な
く
一
貫
し

て
ヒ
ロ
シ
マ
の
地
の
た
め
に
、
そ
し
て
市
民
の
た
め
に
音
楽
を
奏
で
続
け
た
。
ま
た
、
当
時
の

ヒ
ロ
シ
マ
が
潤
さ
れ
、
さ
ら
に
今
も
広
島
で
な
お
恒
例
と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
時
季
に
演
奏
さ
れ

続
け
て
い
る
《
メ
サ
イ
ア
》
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
の
友
愛
が
そ
の
根
底
に
は
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
追
記
　「
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
礼
拝
」
の
復
元

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
十
二
月
、
復
興
期
の
ヒ
ロ
シ
マ
に
お
い
て
教
会
の
音
楽
活
動
が

果
た
し
た
役
割
を
振
り
返
り
、
谷
本
や
太
田
の
願
っ
た
平
和
に
対
す
る
想
い
を
紹
介
す
る
と
い

う
着
想
の
も
と
、
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
ラ
ジ
オ
番
組
進
行
表
を
元
に
、
一
九
四
七

年
十
二
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
『
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
礼
拝
』
の
再
現
を
行
っ
た
。
演
奏
会
名

は
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
音
の
記
憶vol.5

～
生
き
る
～
」、
会
場
は
移
転
し
建
て
替
わ
っ
た
広
島
流

川
教
会
で
あ
る
。
第
一
部
で
は「
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
番
組『
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
礼
拝
』」の
復
元
、

そ
し
て
第
二
部
で
は
《
メ
サ
イ
ア
》
の
抜
粋

演
奏
を
行
っ
た
。

来
場
者
は
一
八
三
人
。
谷
本
や
太
田
、
コ

ン
デ
ィ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
音
楽
礼
拝
の
実
現

に
関
わ
っ
た
人
々
、
教
会
に
集
ま
っ
た
当
時

の
聴
衆
の
状
況
や
心
情
に
思
い
を
は
せ
な
が

ら
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
た
。
来
場
者

か
ら
は
、「
六
七
年
前
に
語
ら
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ

の
真
の
言
葉
を
音
楽
を
体
験
し
、当
時
の
人
々

の
思
い
を
考
え
る
と
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
。」「
食
糧
も
衣
服
も
足
り
な
か
っ
た
中
で

物
資
で
は
な
く
、
楽
譜
を
、
そ
し
て
音
楽
を

求
め
た
人
々
の
想
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
と
て
も
貴
重
な
機
会
で
感
慨
深
か
っ

た
。
そ
の
音
楽
と
、
な
に
よ
り
救
い
を
求
め

て
《
メ
サ
イ
ア
》
が
ヒ
ロ
シ
マ
で
歌
わ
れ
、
現
在
も
歌
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
後
世
へ
と
伝

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
。」「
音
楽
を
通
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
、
平
和
を
考
え
、

訴
え
る
こ
と
の
意
義
を
再
認
識
し
た
。」
な
ど
多
数
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

写真 10　復元された「クリスマス音楽礼拝」

日
時　
　
　

二
〇
一
四
年
十
二
月
十
三
日
（
土
）
午
後
六
時
か
ら

場
所　
　
　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団　

広
島
流
川
教
会

出
演
者　
　

●
総
合
指
揮
者
（
松
浦
修
）
●
合
唱
指
揮
者
（
小
玉
好
行
）
●
ソ
リ
ス
ト
（
ソ

プ
ラ
ノ
：
乗
松
恵
美
、
ア
ル
ト
：
井
上
美
和
、
テ
ノ
ー
ル
：
頃
安
利
秀
、
バ
ス
：

折
河
宏
治
）
●
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
（
大
代
恵
）
●
合
唱
：「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」

合
唱
団
・
管
弦
楽
：「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
管
弦
楽
団

　

演
奏
内
容　

第
一
部　

●
［
歴
史
背
景
の
説
明
・
ス
ラ
イ
ド
］

　
　
　
　

●
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
番
組
『
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
礼
拝
』
復
元
演
奏

　
　
　
　

讃
美
歌
一
〇
五
（
旧
）

　
　
　
　

聖
書
朗
読　

ル
カ
伝
二
章
一
―
二
〇
（
武
田
真
治
牧
師
）

　
　
　
　

讃
美
歌
八
八
（
旧
）

　
　
　
　

祈
祷
（
播
磨
聡
牧
師
）

　
　
　
　

ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス

第
二
部　

●
メ
サ
イ
ア
抜
粋
演
奏
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本
論
文
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中

で
も
特
に
、
谷
本
家
及
び
太
田
家
、
そ
し
て
広
島
流
川
教
会
の
皆
様
に
は
資
料
収
集
の
段
階
か

ら
懇
篤
な
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
ラ
イ
ル
・
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
に
関
し
て
は
ケ
ニ
ー
・
マ
ー
ク
氏
よ
り
貴
重
な
情
報
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
多

く
の
助
力
と
励
ま
し
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
。

　

注　
(1)　

谷
本
清
に
よ
る
直
筆
日
記　

一
九
四
五
年
十
二
月
二
三
日　
（
谷
本
家
所
蔵
）

(2)　

同
日
記　

一
九
四
六
年
八
月
四
日

(3)　

同
日
記　

一
九
四
六
年
十
二
月
二
二
日

(4)　

海
田
市
に
駐
屯
し
て
い
た
第
六
七
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
歩
兵
大
隊
の
当
日
の
部
隊
日
誌
に
、
軍
楽
隊
が

広
島
市
内
の
キ
リ
ス
ト
教
会
で
演
奏
会
を
開
催
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

(5)　
『
中
国
新
聞
』
一
九
四
七
年
一
月
六
日
付
記
事

(6)　

前
掲
谷
本
清
に
よ
る
直
筆
日
記　

一
九
四
七
年
一
月
六
日

(7)　

占
領
軍
に
は
兵
士
の
宗
教
に
応
じ
た
宗
教
者
が
従
軍
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
従
軍
司

祭
・
牧
師
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。

(8)　

前
掲
谷
本
清
に
よ
る
直
筆
日
記　

一
九
四
七
年
十
二
月
二
七
日

(9)　

コ
ン
デ
ィ
ッ
ト
の
人
物
像
に
関
し
て
は
、
ラ
イ
ル
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
保
管
の
各
登
録
者
資
料

及
び
谷
本
清
に
よ
る
日
記
を
参
考
に
し
た
。
ま
た
、
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、

一
九
三
九
年
～
一
九
四
〇
年
の
夏
に
双
方
と
も
参
加
登
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
二
人
が
こ
の
時

期
に
出
会
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
こ
の
情
報
は
同
団
体
文
書
係
ケ
ニ
ー
・
マ
ー
ク
氏
の
助
言
に

よ
る
。

(10)　

前
掲
谷
本
清
に
よ
る
直
筆
日
記　

一
九
五
二
年
七
月
二
七
日

(11)　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
七
年
十
月
十
五
日
付
記
事

(12)　
『
夕
刊
ひ
ろ
し
ま
』
一
九
四
七
年
十
二
月
二
二
日
付
記
事

(13)　

広
島
流
川
教
会
『
週
報
』
一
九
四
七
年
十
二
月
二
八
日

(14)　

前
述
「
進
行
表
」
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
。
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
、
句
読
点
を
付
し
た
。

(15)　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
一
年
九
月
三
日
付
記
事

(16)　

谷
本
清
に
よ
る
直
筆
原
稿　
（
谷
本
家
所
蔵
）

　
写
真

写
真
①
②
④
⑤
⑧
⑨
に
関
し
て
は
、
谷
本
家
所
蔵
品

写
真
③
に
関
し
て
は
、
太
田
家
所
蔵
品

写
真
⑥
に
関
し
て
は
、
広
島
流
川
教
会
所
蔵
品

写
真
⑦
に
関
し
て
は
、
松
江
祥
子
氏
収
蔵
の
写
真
を
長
西
貞
美
氏
よ
り
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
。

写
真
⑩
に
関
し
て
は
、
著
者
提
供


